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成⽥国際空港内施設における空席状況を⼀括表⽰ 

〜フードコート、吉野家、北ウェイティングエリアの空席状況がリアルタイムで把握可能に〜 
 

東⽇本電信電話株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：⼭村 雅之）、株式会
社バカン（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：河野 剛進）は IoTと AI を活⽤し、成⽥国際空
港内のフードコート（第３ターミナル）、吉野家（第２ターミナル）、北ウェイティングエリア（第２ターミ
ナル）の各施設の空席状況をデジタルサイネージやスマートフォンへ⼀覧表⽰する共同実験を 2018 年
2 ⽉ 19 ⽇（⽉）から 2018 年 3 ⽉ 22 ⽇（⽊）まで実施します。 

 

 
 

1. 本取り組みの背景と⽬的 
商業施設内の飲⾷店のリアルタイムでの混雑状況は、実際にその場に⾜を運ばなければ把握できず、

これはお急ぎのお客さまやお店選びに⼿間をかけたくないお客さまが効率的に店舗を選択するにあたって
の課題となっています。    
  成⽥国際空港では、第 2 ターミナルの北ウェイティングエリアから第 3 ターミナルのフードコートまでは徒
歩で 15 分程度の距離があり、例えば早朝の LCC 便を利⽤するため北ウェイティングエリアで過ごすお客
さまに、滞在場所の選択などでご不便をおかけしておりました。 

本取り組みでは、IoTとAIの活⽤により空席状況をリアルタイムで解析・配信することで、お客さまの滞
在場所選択の際のご負担を軽減するとともに、送客促進による空港施設内各飲⾷店の集客拡⼤に向
けた実証実験を⾏います。（国内空港初※1） 

※1 3 社調べ（東⽇本電信電話株式会社、株式会社バカン、成⽥国際空港株式会社） 
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※3 「SotaTM」はヴィストン株式会社の登録商標です。 

 
③ 空いている飲⾷店への送客促進効果の検証 

混雑把握技術による商業施設内飲⾷店の混雑率や、「ギガらくＷｉ－Ｆｉ」の機能活⽤
による集客数の集計を⾏うことで、本実証実験による成⽥国際空港内各飲⾷店の集客拡⼤
の検証を⾏います。 

 
（2）対象施設 

・フードコート（第３ターミナル） 
・吉野家（第２ターミナル） 
・北ウェイティングエリア（第２ターミナル） 
 

（3）実施期間 
2018 年 2 ⽉ 19 ⽇（⽉）〜2018 年 3 ⽉ 22 ⽇（⽊） 

 
3. 各社の役割 

<東⽇本電信電話株式会社> 
 「フレッツ光」、「ギガらくＷｉ－Ｆｉ」、「ギガらくサイネージ」、「ロボコネクト」、「SotaTM」の提供および
運⽤サポートを⾏います。 

 
＜株式会社バカン＞ 
IoT と AI を活⽤し、店内の混雑状況を検索できる空席情報検索プラットフォーム「VACAN」（バカン）

の提供を⾏います。 
 

4. 今後の展望 
 両社は、幅広い商業施設での本ソリューションの展開拡⼤を⾏うとともに、混雑把握技術の向上、収
集したデータの更なる活⽤ができる仕組みづくりを実施し、様々な分野における次世代の IoT・AI ソリュ
ーションとして発展させていきます。 
 


